
公民館だより2009.５.１ （4）

５月の休館日は25日（月）です

年
度

21公
民
館
市
民
企
画
事
業

第
２
期

説
明
会

公
民
館
市
民
企
画
事
業
（
旧
公
民

館
講
師
派
遣
事
業
）
第
２
期
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
自

主
サ
ー
ク
ル
が
、
日
頃
の
活
動
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
企
画

を
公
民
館
事
業
と
し
て
行
い
、
市
民

に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
提
供
し
、

豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
２
期

以
降
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
企
画

事
業
の
実
施
を
考
え
て
い
る
団
体
は

申
請
前
に
必
ず
一
回
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
１
期
の
説
明
会
に
参

加
さ
れ
た
団
体
は
、
今
回
の
説
明
会

へ
の
参
加
は
不
要
で
す
。）

説
明
会

▼
と

き
＝
①
５
月
７
日

時
～

（木）
19

②
５
月

日

時
～

11

（月）
14

▼
と
こ
ろ
＝
①
柳
沢
公
民
館

②
田
無
公
民
館

（
２
期
の
実
施
期
間
）

８
月
３
日
～

月

日

12

17

（
２
期
の
申
請
期
間
）

５
月

日

～

日

13

（水）

20

（水）

公
民
館
市
民
企
画
事
業

第
１
期
実
施
分企

画
懇
談
会

第
１
期
に
事
業
を
実
施
す
る
グ

ル
ー
プ
が
、
テ
ー
マ
の
設
定
や
講
師

の
選
び
方
、
事
業
で
目
指
す
も
の
、

ま
た
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
等
企
画
事
業
の
経

緯
を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
で
お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
合

う
学
習
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
実
施
を

予
定
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
方
を

は
じ
め
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と

き
＝
５
月

日
21

（木）

時
～

19

▼
と
こ
ろ
＝
柳
沢
公
民
館

第

回
た
ん
ぽ
ぽ
ま
つ
り

14た
ん
ぽ
ぽ
幼
児
ク
ラ
ブ
父
母
の
会

バ
ザ
ー
（
雑
貨
・
子
ど
も
服
等
）

や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月

日

（
雨
天
順
延
５
月

日

16

（土）

17

・

日

・

日

）
／

時

分

（日）

23

（土）

24

（日）

10

30

～

時
／
都
立
小
金
井
公
園
い
こ
い

14
の
広
場
／
や
な
ぎ
緯

・
３
５
５
５

457

写
真
展

な
な
し
の
会

第
６
回
、
会
員
に
よ
る
自
由
作
品

の
発
表
展
示
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

５
月

日

～

日

／

時
～

19

（火）

24

（日）

10

18

時
（
初
日
は
正
午
よ
り
）
／
無
料
／

コ
ー
ル
田
無
２
Ｆ
／
田
辺
緯

・
７

464

８
０
７

公
開
講
座

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
楽

し
さ
を
あ
な
た
に
！

田
無
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
コ
ー
ラ
ス

珠
玉
の
日
本
名
歌
、
抒
情
詩
若
人

～
催
し
物
案
内
～

達
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
。
輪
唱
や

合
唱
曲
が
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
く
歌

え
る
様
易
し
く
指
導
し
て
頂
き
ま
す
。

５
月

日

／

時
～
正
午
／
田
無

23

（土）

10

公
民
館
／
講
師

冨
田
邦
明
（
東
京

国
際
大
学
混
声
合
唱
団
常
任
指
揮

者
・
文
教
大
学
管
弦
楽
団
常
任
指
揮

者
）
／
小
山
緯

・
０
４
５
７

467

第

回
保
谷
女
声
合
唱
団
定
期

18
演
奏
会

保
谷
女
声
合
唱
団

心
に
優
し
い
詩
に
素
敵
な
曲
を
つ

け
た
作
曲
家
・
千
秋
次
郎
の
「
京
都
・

春
か
ら
春
へ
」
を
歌
い
ま
す
。

５
月

日

／

時
開
演
／
保
谷
こ

23

（土）

14

も
れ
び
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
／
指
揮
・
佐

野
正
一
、
ゲ
ス
ト
ソ
プ
ラ
ノ
・
小
渡

恵
利
子
／
入
場
料
千
円
（
全
席
自
由
）

／
笠
間
緯

・
１
８
５
９

458

語
り
の
会
「
遊
」
保
谷

―
第

回
発
表
会
―

18

語
り
の
会
「
遊
」
保
谷

春
、
恒
例
の
発
表
会
で
す
。声
を
出

し
て
本
を
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
い
つ

つ
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
日
曜

の
午
後
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

６
月
７
日

／

時
～

時

分
／

（日）

13

15

15

コ
ー
ル
田
無
地
下
ホ
ー
ル
／
田
中
緯

・
８
２
８
０

458ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
森
の
会

懐
か
し
い
映
画
音
楽
や
童
謡
な
ど
を
、

ギ
タ
ー
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

毎
週
水
曜
日
／
９
時
～
正
午
／
田
無

公
民
館
等
／
月
額
３
千

円
／
広
田

100

緯

・
３
９
８
８

466

～
会
員
募
集
～

田
無
百
人
一
首
の
会

小
倉
百
人
一
首
の
カ
ル
タ
取
り
で
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

毎
週
土
曜
日
／

時
～

時
／
芝
久

13

16

保
公
民
館
／
年
会
費
千
円
・
毎
回
200

円
／
小
杉
緯

・
０
０
４
９

422

中
国
水
墨
画

昇
龍
会

水
墨
画
の
描
き
方
を
基
本
か
ら
易
し

く
指
導
し
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。

毎
週
火
曜
日
／

時
～

時
／
田
無

13

18

公
民
館
／
３
ヶ
月
会
費
１
万
円
／
杉

井
緯

・
９
５
８
２

461

混
声
合
唱
団

コ
ー
ル
フ
ロ
イ
デ

深
い
、
伸
び
の
あ
る
声
に
な
り
、
歌

う
の
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
／

時
～

時
／
柳
沢

19

21

公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
３
千

円
／
西
見
緯

・
５
４
１
２

に
し

み

462

裏
千
家

あ
け
ぼ
の
会

一
緒
に
茶
道
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。

第
１
・
２
・
３
水
曜
日
／
９
時
～
16

時
（
予
定
）
／
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

／
入
会
金
千
円
・
月
額
３
千
円
／
菊

島
緯

・
２
３
２
３

424

女
声
コ
ー
ラ
ス
わ
か
ば

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
歌
っ
て
い

ま
す
。
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

月
２
回
金
曜
日
／

時
～
正
午
／
田

10

無
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
３

千
円
／
平
野
緯

・
６
８
１
５

465

太
極
拳
同
好
会

健
康
作
り
に
楽
し
く
太
極
拳
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
！

毎
週
火
曜
日
／

時

分
～

時

10

30

12

30

分
／
谷
戸
公
民
館
／
１
回

円
／
成

300

田
緯

・
４
３
９
４

424

お
琴
サ
ー
ク
ル

一
緒
に
楽
し
く
お
琴
を
弾
き
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
方
歓
迎
致
し
ま
す
。

月
３
回
火
曜
日
／

時
～

時
／
谷

13

18

戸
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
３

千
円
／
仲
西
緯

・
６
３
０
４

421

フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ー
ガ
の
会

ヨ
ー
ガ
呼
吸
法
で
、
太
ら
な
い
体
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

月
３
回
木
曜
日
／
①
９
時

分
～
ダ

15

イ
エ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ
②

時

分
～
ソ

10

45

フ
ト
ヨ
ー
ガ
／
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
他
／
月
額
２
千
円
／

山
形
緯

・
６
６
５
３

468

カ
ラ
オ
ケ
教
室
新
町
あ
ゆ
み
の
会

親
睦
を
大
切
に
好
き
な
歌
を
講
師
と

一
緒
に
気
軽
に
唄
い
ま
せ
ん
か
。

第
２
・
４
木
曜
日
／

時
～
正
午
／

10

歳
以
上
／
新
町
福
祉
会
館
／
入
会

60金

円
・
月
額

円
／
古
谷
緯
０
４

ふ
る

や

500

750

２
２
・

・
４
３
５
９

55

弥
生
会

午
後
の
一
時
書
道
を
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。（
毛
筆
・
ペ
ン
）

毎
月
２
回
（
第
１
・
３
木
曜
日
）
13

時
～

時
／
田
無
公
民
館
／
入
会
金

15

２
千
円
・
月
額
毛
筆
２
千
円
・
ペ
ン

千

円
／
阿
部
緯

・
２
７
０
５

500

462

コ
ー
ル
・
ソ
レ
イ
ユ（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）

楽
し
く
合
唱
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く

合
笑
し
て
い
ま
す
。

第
１
・
２
・
３
火
曜
日
／

時
～

14

16

時
／
保
谷
駅
前
公
民
館
／
入
会
金
千

円
・
月
額
二
千
円
／
伊
藤
緯

・
８

422

７
０
２

内
藤
緯

・
８
５
９
３

422

人

事

異

動

４
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

退
職
３
月

日
付

31

山
本
文
夫
（
田
無
公
民
館
分
館
長
）

篠
宮
順
子
（
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
）
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事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

渡
部
理
絵
（
柳
沢
公
民
館
専
門
員
）

異
動
４
月
１
日
付
（

）内
は
旧
所
属

山
本

茂

教
育
部
主
幹
・
田
無

公
民
館
分
館
長
（
公
民
館
長
補
佐
）

水
野
伸
江

柳
沢
公
民
館

（
保
谷
駅
前
公
民
館
）

鴨
志
田
龍
子

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

（
市
民
課
）

大
谷
孝
一

田
無
公
民
館

（
産
業
振
興
課
）

新
任
４
月
１
日
付

真
境
名
元
司

柳
沢
公
民
館
専
門
員

ま

じ
き

な

つ
か
さ

可
知
雅
美

保
谷
駅
前
公
民
館
専

か

ち

門
員

下
山
友
美

保
谷
駅
前
公
民
館
専

門
員

保
谷
公
民
館
は

柳
沢
公
民
館
に

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら
「
柳
沢
公
民
館
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
電
話
番

号
等
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

芝
久
保
公
民
館
・
図
書
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

老
朽
化
し
た
空
調
機
の
交
換
工
事

の
た
め
６
月

日

～

日

の
期

10

（水）

30

（火）

間
休
館
し
ま
す
。

公
民
館
だ
よ
り
、
ど
う
で
す
か
？

公
運
審
委
員

藤
田

律

「
公
民
館
だ
よ
り
」の
読
者
の
中
に

は
、
主
催
講
座
に
興
味
が
あ
っ
て
も
、

都
合
が
つ
か
ず
行
け
な
か
っ
た
と
い

う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

公
民
館
運
営
審
議
会
の
会
議
で
は
、

各
主
催
講
座
の
結
果
を
報
告
し
て
も

ら
い
、
参
加
人
数
や
講
座
の
感
想
等

を
取
り
入
れ
、
次
回
の
主
催
講
座
に

向
け
て
意
見
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
委
員
と
し
て
は
講
座
の

結
果
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

青
少
年
対
象
の
講
座
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
自
分
の
子
ど
も
や
孫
と
同

じ
年
頃
の
子
が
、
何
に
興
味
が
あ
っ

て
、
参
加
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
な

ど
、
親
と
し
て
も
興
味
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
育
て
支
援

講
座
に
参
加
し
た
母
親
た
ち
が
、
子

育
て
に
つ
い
て
何
を
感
じ
取
っ
た
の

か
、
父
親
と
し
て
も
関
心
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

私
は
こ
の
間
、
編
集
担
当
委
員
と

し
て
「
公
民
館
だ
よ
り
」
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
紙
面
の
魅
力
は
、
た

だ
欲
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、「
ふ
と
目
に
つ
い
た
見
出
し

に
興
味
を
惹
か
れ
た
」「
読
ん
で
み
た

ひ

ら
何
気
に
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
所

に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
は
異
世
代
・
異
文
化
交
流

が
出
来
る
場
所
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

な
ら
ば
、
読
み
物
で
あ
る
「
公
民
館

だ
よ
り
」
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
主
催
講

座
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
で
の
、
参

加
者
の
様
子
を
紙
面
で
も
っ
と
報
告

し
て
い
く
、
ま
ず
は
小
さ
い
ス
ペ
ー

ス
か
ら
で
も
、
市
民
か
ら
の
声
を
直

接
市
民
に
届
け
る
、
そ
ん
な
「
公
民

館
だ
よ
り
」
も
面
白
そ
う
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

謂

井

遺

亥

違違違

違違違

医
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医
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医
医
医
医
医
医
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医
医
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５月の公民館運営審議会
（公運審）

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

と き ５月27日（水） 18時30分～

ところ 田無公民館

議 題 事業計画・報告について

☆希望する方は傍聴ができます。

連絡先 柳沢公民館 ℡464－8211


